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思
わ
ぬ
波
乱
が
起
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
各
親
方
が
首
を
長
く
し
て

待
っ
た
本
場
所
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
、

熱
戦
の
相
撲
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

幕
内
は
、
初
日
か
ら
三
日
目
ま
で
の
３
日

間
を
行
な
い
、
横
綱
若
ノ
嶋
、
平
幕
の
超
刃
、

太
刀
鳳
、
照
の
王
、
鹿
富
士
、
伊
達
の
富
士
、

鬼
ヶ
嶽
の
７
人
が
３
連
勝
と
し
た
。

１
４
０
回
本
場
所
以
来
、
１
３
場
所
振
り

に
東
横
綱
に
返
り
咲
い
た
若
ノ
嶋
。
「
久
し

ぶ
り
の
東
か
ら
の
土
俵
で
な
ん
か
違
和
感
が

あ
っ
て
、
し
っ
く
り
こ
な
い
な
ぁ
」
と
東
に

座
っ
て
の
喜
び
を
間
接
的
に
表
現
す
る
若
ノ

嶋
。
先
場
所
、
横
綱
に
な
っ
て
最
高
の
１
０

勝
を
あ
げ
た
も
の
の
同
部
屋
の
大
関
佐
賀
ノ

海
と
の
優
勝
決
定
戦
に
敗
れ
て
惜
し
く
も
優

勝
を
逸
し
た
若
ノ
嶋
だ
が
、
今
場
所
こ
そ
は

横
綱
と
し
て
の
初
優
勝
を
誓
っ
て
場
所
に
臨

む
。横

綱
土
俵
入
り
で
は
、
自
身
の
太
刀
が
折

れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
降
は
鞍
ノ
城
の
太
刀

を
借
り
て
土
俵
入
り
に
臨
ん
で
い
た
が
、
今

回
、
後
援
会
か
ら
新
た
な
太
刀
が
贈
ら
れ
、

そ
れ
を
使
っ
て
の
土
俵
入
り
と
な
っ
た
。

初
日
の
対
戦
相
手
は
新
小
結
若
巨
と
組
ま

れ
た
。
「
初
日
か
ら
嫌
な
相
手
が
来
た
な
ぁ

！
」
と
若
ノ
嶋
。
若
巨
は
成
長
著
し
い
霧
ヶ

浜
部
屋
の
出
世
頭
。
育
成
会
、
幕
下
、
十
両

を
そ
れ
ぞ
れ
２
場
所
ず
つ
で
通
過
し
て
、
今

場
所
新
小
結
に
昇
進
し
た
。

こ
こ
ま
で
ス
ピ
ー
ド
出
世

で
番
付
を
駆
け
上
が
っ
て

き
た
が
、
今
場
所
は
上
位

と
総
当
た
り
と
な
る
真
価

が
問
わ
れ
る
場
所
と
な
る
。

霧
ヶ
浜
部
屋
は
若
佑
が
新

入
幕
を
果
た
し
て
、
若
柱

を
含
め
３
人
の
幕
内
力
士

を
抱
え
る
大
部
屋
と
な
っ

た
。
幕
内
力
士
３
人
と
い

う
の
は
、
名
門
の
友
砂
部

屋
、
錦
風
部
屋
、
鹿
賀
乃

戸
部
屋
よ
り
力
士
数
が
多

い
の
だ
か
ら
大
変
な
も
の

だ
。

↑初日、東正横綱の若ノ嶋は気鋭の新小結若巨と初対戦。若巨がど

こまで横綱を苦しめられるか期待されたが、若ノ嶋の怒涛の寄り

の前に為すすべなく土俵を割った。

若
ノ
嶋
と
の
一
番
は
初
日
の
結
び
。
霧
ヶ
浜
部
屋

と
し
て
も
結
び
で
取
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
緊
張

の
中
、
軍
配
が
返
る
。
鋭
い
立
合
い
を
み
せ
た
の
は

若
ノ
嶋
。
若
巨
に
何
も
さ
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
正
面
土

俵
に
寄
り
切
っ
た
。

二
日
目
は
小
結
に
返
り

咲
い
た
英
筏
。
な
ん
と
か

横
綱
戦
の
連
敗
を
止
め
た

い
英
筏
だ
っ
た
が
、
若
ノ

嶋
は
冷
静
に
「
ま
ず
は
し

っ
か
り
掴
ま
え
る
こ
と
」

と
立
合
い
に
両
廻
し
を
引

く
と
一
気
に
正
面
土
俵
に

寄
り
進
む
。
英
筏
は
俵
に

足
が
掛
か
る
と
左
へ
回
り

込
み
な
が
ら
こ
れ
を
残
す

が
、
休
ま
ず
前
へ
出
る
若
ノ
嶋
は
最
後
に
は
東
土
俵

に
寄
り
倒
し
で
下
し
た
。

三
日
目
は
磯
昇
。
「
過

去
は
若
ノ
嶋
の
５
戦
全
勝

で
安
牌
だ
ね
。
」
と
鹿
賀

乃
戸
親
方
。
「
い
や
！
土

俵
も
変
わ
っ
た
し
、
あ
ま

り
参
考
に
は
な
ら
な
い
よ

！
」
と
錦
風
親
方
。
し
か

し
、
相
撲
は
立
合
い
か
ら

一
気
に
出
る
若
ノ
嶋
が
一

直
線
に
黒
房
下
に
寄
り
切

っ
た
。
若
ノ
嶋
は
危
な
げ

な
い
横
綱
相
撲
で
３
連
勝
と
し
て
、
優
勝
に
向
け
て

好
発
進
し
た
。

横
綱
に
昇
進
し
た
春
ノ
翔
は
中
入
り
前
に
観
衆
の

前
で
初
め
て
の
土
俵
入
り
を
披
露
し
た
。
型
は
雲
竜

型
。
真
新
し
い
化
粧
ま
わ
し
と
綱
が
よ
く
似
合
う
堂

々
た
る
土
俵
入
り
。
先
場
所
、
連
勝
記
録
が
「
２
２

」
で
ス
ト
ッ
プ
し
優
勝
も
逸
し
た
が
、
今
度
は
横
綱

と
し
て
心
機
一
転
、
優
勝
と
再
び
の
連
勝
を
目
指
す

こ
と
に
な
る
。

初
日
は
小
結
英
筏
。
「

英
筏
は
横
綱
戦
に
は
め
っ

ぽ
う
弱
く
て
、
３
横
綱
に

は
０
勝
１
２
敗
な
ん
だ
よ

ぉ
。
な
ん
で
こ
ん
な
に
弱

い
の
か
ね
ぇ
？
」
と
英
親

方
は
若
干
自
信
な
さ
げ
。

そ
う
は
言
っ
て
も
と
英
筏

の
健
闘
を
期
待
し
た
が
、

相
撲
は
春
ノ
翔
が
一
方
的

に
寄
っ
て
白
星
発
進
し
た
。

↓新横綱春ノ翔は艶やかな三つ揃えの化粧まわしで堂々の土俵入り。

場内からは溜息にも似た歓声が上がった。

【
第
百
五
十
三
回
本
場
所
初
日
～
三
日
目
】

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
関
係
で
開
催
延
期
と
な
っ
て
い
た

第
１
５
３
回
本
場
所
が
３
月
２
８
日
に
開
催

さ
れ
た
。
実
に
昨
年
の
１
１
月
１
４
日
以
来
、

４
ヶ
月
半
振
り
の
開
催
と
な
る
。

今
場
所
の
見
ど
こ
ろ
は
「
新
横
綱
春
ノ
翔

が
ど
の
よ
う
な
相
撲
を
見
せ
る
か
」
「
先
場

所
惜
し
く
も
優
勝
を
逸
し
た
横
綱
若
ノ
嶋
の

横
綱
と
し
て
の
初
優
勝
な
る
か
」
「
横
綱
美

空
富
士
の
復
調
な
る
か
」
「
大
関
佐
賀
ノ
海

の
横
綱
獲
り
な
る
か
」
「
関
脇
千
代
鈴
が
大

関
へ
の
足
固
め
を
す
る
の
か
」
「
新
生
霧
ヶ

浜
部
屋
初
の
三
役
、
新
小
結
若
巨
が
ど
う
い

っ
た
相
撲
を
見
せ
る
の
か
」
「
新
入
幕
の
３

人
、
春
雷
改
め
鉄
甲
、
喜
乃
郷
、
若
佑
が
ど

う
い
っ
た
相
撲
を
見
せ
る
か
」
な
ど
と
盛
り

沢
山
。

優
勝
争
い
は
と
言
う
と
、
横
綱
若
ノ
嶋
と

横
綱
春
ノ
翔
の
２
横
綱
を
筆
頭
に
、
大
関
佐

賀
ノ
海
、
関
脇
千
代
鈴
の
４
人
を
中
心
に
展

開
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

紙
力
士
は
幸
い
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
と
は
無

縁
だ
が
、
本
場
所
の
延
期
に
よ
っ
て
各
力
士

と
も
稽
古
は
十
分
と

は
言
え
ず
、
ま
た
、

新
た
に
本
場
所
土
俵

の
貼
替
え
を
行
な
っ

た
た
め
、
こ
れ
が
各

力
士
の
相
撲
に
ど
う

い
っ
た
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
が
分
か
ら
ず
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